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二
、
聴
席
衝
の
小
賞
盾
舗
数

五
、
商
腐
街
他
業
者
の
構
成

一

、

問

題

の

意

味

商
庖
荷
は
都
市
の
一
定
地
域
を
占
有
し
て
、
濁
立
専
門
底
を
中
心
に
、
主
と
し
て
買
出
し
品
の
小
寅
市
場
を
形

成
せ
る
地
域
で
あ
る
。
吾
園
で
は
最
近
二
三
年
来
、
特
に
商
底
街
に
闘
す
る
撃
界
な
ら
び
じ
業
界
の
注
意
を
喚
起

す
る
に
至
り
、
有
益
な
る
調
査
研
究
の
援
表
せ
ら
れ
つ
う
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
所
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
等
し

〈
商
庖
街
を
問
題
と
す
る
場
合
に
も
、
必
中
し
も
そ
の
問
題
の
意
味
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
吾

聞
に
お
い
て
最
も
早
〈
商
底
街
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
平
井
教
授
は
、
之
を
主
と
し
て
極
侍
経
済
撃
の
広
場

か
ら
研
究
せ
ら
れ
、
問
題
の
視
角
を
専
ら
百
貨
底
の
令
理
的
経
営
と
の
比
較
と
い
ふ
鮪
に
お
か
れ
て
ゐ
ム
。
ま
に

。拙著、配給組織論 p・30Q・
2) 平井泰太郎氏、商腐街の構成(園民経済雑誌、8ω3、p.19--20・}



松
井
教
授
の
有
盆
な
る
調
査
も
、
同
じ
〈
経
管
経
済
血
中
の
立
場
か
ら
、
主
と
し
て
商
庖
街
の
交
通
量
に
闘
す
る
研

究
で
あ
る
。
か
く
の
知
〈
小
貰
庄
の
糧
管
の
立
場
よ
り
商
庖
街
を
問
題
と
す
る
こ
と
も
、
固
よ
り
可
能
で
あ
り
且

つ
有
盆
で
あ
る
。
の
み
な
ら
や
こ
の
種
の
具
韓
的
事
貫
に
就
て
、
締
密
な
る
貫
誼
的
研
究

ee準
め
る
こ
と
は
、
能

り
に
4
0
抽
象
的
・
醜
念
的
論
議
の
多
い
吾
閣
の
輝
管
準
界
に
お
い
て
、
ま
に
特
殊
の
意
義
を
有
し
う
る
も
の
と
思
ほ

る。
併
し
な
が
ら
言
ふ
ま
む
も
な

t
向
唐
街
は
、
自
然
後
生
的
に
枇
命
目
的
に
生
成
す
る
に
至
っ
た
組
械
で
あ
っ
口
、

個
別
種
樺
の
意
思
活
動
と
し
て
作
品
周
せ
ら
れ
た
組
織
で
は
な
い
。

こ
う
に
百
貨
応
と
の
根
本
的
な
相
匙
が
め
る
。

従
つ
で
両
府
栂
ば
棋
の
感
明
暗
戸
川
治
に
お
い
て
は
、
料
州
市
川
現
論
串
の
叫
川
究
制
品
川
で
は

3
t
し
で
も
障
時
現
諭
準
の
明

3
 

究
調
象
で
あ
る
。

困
よ
り
政
策
撃
の
研
究
劃
象
と
し
て
の
商
底
街
は
、
経
替
政
策
お
よ
び
極
端
情
政
策
の
何
れ
も
の

司

謝
象
と
な
り
う
る
色
の
で
あ
る
が
‘
蕊
で
は
何
よ
り
も
光
づ
桓
持
政
策
部
ち
小
商
居
封
策
の
立
場
に
出
費
し
て
、

商
庖
街
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

商
庖
荷
は
或
る
意
味
で
は
一
つ
の
地
域
圃
睡
で
あ
っ
て
、
都
市
の
一
定
地
域
を
占
有
す
る
。
こ
の
地
域
周
聞
を

一
つ
の
政
策
卦
象
と
し
て
把
掻
す
る
所
か
ら
、
吾
々
の
問
題
は
出
殺
す
る
。
蓋
し
従
来
の
小
商
庖
封
策
ま
た
は
小

責
振
興
策
の
多
〈
は
、
そ
の
劃
象
を
地
域
的
に
規
定
し
な
い
所
か
ら
、
ぞ
の
論
議
は
梢
冷
・
も
す
れ
ば
抽
象
的
と
な

り
、
漠
然
た
る
を
免
ん
な
い
。
そ
れ
故
に
現
買
に
却
し
た
理
論
や
政
策
を
明
確
に
把
撞
し
考
察
す
る
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
そ
の
理
論
ま
た
は
政
策
の
封
筒
朱
を
.
地
域
的
に
具
韓
同
に
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
固
よ
り
小

大
都
市
に
お
げ
る
溺
底
街
の
構
成

第
四
十
二
巻

O 

第
六
強

主己

カA

松井辰之助氏、商唐街におげる突遁 Ulii費との閥係、第-JJB-、第二加
平井泰太郎氏、商庖街の動向(圃民総!漉雑誌 58の2、p.6.) 
拙著、前掲書、 p・3【3・
拙著、商業組織の特殊研究、 p.31 以下
拙著、前掲書、 p・44以下

3) 
4) 

5) 
6) 



ロ
以

p
句

論

p
徹
、

組
書

給
摘

秩
序

k
a雑
・
令
理
性
と
非
合
間
性
・
能
率
的
土
非
能
率
的
・
経
梼
性
と
不
程
梼
性
等
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

J
A

著
著

、A

に
商
庖
街
針
策
の
意
味
が
あ
る
。
一
般
的
針
策
の
根
本
的
見
也
と
同
じ
く
、
商
底
街
に
封
し
で
も
ま
た
、
そ
の
拙
拙

世
合
的
存
在
を
合
理
的
な
ら
し
め
て
、
そ
の
枇
合
的
機
能
を
後
揮
せ
し
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
も
の
〉
存
頑
接

7
8

大
都
市
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お
げ
る
商
席
街
の
構
成
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O
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第
六
時
制

責
応
の
地
域
的
規
定
は
必
中
し
も
商
底
椅
に
限
ら
る
〉
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
中
心
的
存
在
が
商
応
椅

に
あ
る
こ
と
も
ま
に
疑
び
得
な
い
所
で
あ
る
。

商
応
街
を
も
っ
て
小
買
底
調
策
の
地
域
的
劃
象
と
な
す
こ
と
に
封
し
て
は
.
次
の
如
き
理
論
的
根
擦
を
認
め
る

こ
と
が
出
来
る
。

第
一
に
、
今
日
の
小
貰
庖
窮
迫
の
原
因
に
は
種
冷
あ
る
が
、
百
貨
庖
の
準
出
を
も
っ
て
そ
の
重
要
な
る
一
因
と

な
す
こ
と
は
疑
な
い
。
而
し
工
百
貨
府
活
出
の
影
響

'r
最
も
庇
楼
に
著
し
く
家
な
る
も
の
は

M

都
市
の
向
応
桁
で

あ
る
。
そ
れ
は
雨
者
が
商
品
の
種
類
・
商
屈
の
地
域
・
顧
客
の
階
層
等
に
お
い
て
、
甚
だ
し
〈
近
似
す
る
よ
b
古川る

必
然
の
結
果
で
あ
る
。
小
貰
庖
窮
迫
の
事
貨
は
吾
闘
の
到
る
所
に
認
め
ら
る
〉
殆
ん
ど
一
般
的
な
現
象
で
は
め
る

が
、
而
か
も
そ
の
窮
迫
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
商
居
街
を
構
成
す
る
商
庖
に
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
得
な
い
。
そ
れ

故
に
こ
の
商
庇
街
を
小
向
庖
卦
策
の
重
要
な
掛
象
と
し
て
摘
出
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
十
分
の
根
嬢
あ
る
も
の
左

考
へ
ら
れ
る
。

第
二
に
、
商
庖
街
は
自
然
援
生
的
に
枇
合
的
に
生
成
す
る
に
至
っ
た
生
成
組
織
で
あ
る
か
ら
、
之
を
百
貨
底
の

如
き
合
理
的
・
計
霊
的
な
意
志
活
動
と
し
て
作
り
め
げ
ら
れ
た
作
魚
組
織
に
劃
比
す
る
と
き
は
、
両
者
の
聞
に
は



展
を
確
保
す
る
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
は
之
を
自
然
の
ま
〉
に
放
任
す
る
こ
と
な

t
、
ま
た
個
ι
干の

商
庖
の
経
替
を
合
理
的
な
ら
し
か
る
に
止
ま
ら
十
、
会
睡
'
と
し
て
の
商
底
街
を
一
つ
の
政
策
封
象
と
認
め
、
之
に

劃
し
て
趨
嘗
な
る
封
策
を
構
や
る
こ
と
が
必
要
と
考
へ
ら
れ
る
。

た
ぜ
こ
の
場
合
に
問
題
と
な
る
は
、
商
庖
街
は
小
貫
居
の
一
部
を
包
含
す
る
に
過
ぎ
や
、
寧
ろ
よ
り
多
数
の
小

貰
庖
は
商
庖
街
の
外
に
あ
る
で
は
な
い
か
と
い
ふ
鞘
に
め
る
。
併
し
な
が
ら
第
一
に
、
商
庖
街
封
策
は
何
ら
一
般

小
貫
底
調
策
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
に
あ
ら
争
、
ま
た
何
ら
之
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
今
日

の
小
寅
府
窮
也
の
中
心
は
、
前
述
の
如
く
到
底
仰
の
小
由
民
庇
に
あ
る
。
従
っ
て
小
由
貿
底
針
策
の
一
つ
の
重
要
な
到

象
を
こ
う
ド
求
む
る
こ
と
は
、

不
掛
聞
で
な
レ

G
み
な
ら
十
時
同
然
必
要
求
吃
め
る
ム
」
者
へ
ら
れ
る
や

か
く
し
て
吾
々
は
小
寅
底
卦
策
の
一
つ
の
劉
象
と
し
て
商
庇
荷
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
こ
の
場

会
に
前
提
的
に
必
要
な
こ
と
は
、
何
よ
り
も
先
づ
商
庖
荷
に
闘
す
る
事
賞
の
認
識
で
あ
る
。
蓋
し
一
般
に
政
策
に

閲
す
る
論
議
が
、
そ
の
人
の
個
人
的
意
見
に
止
ま
ら
や
し
て
、

一
般
的
・
客
観
的
な
妥
嘗
性
を
主
張
し
う
る
た
め

に
は
、
換
言
せ
ば
一
つ
の
政
策
論
が
問
中
間
的
意
味
を
有
ち
得
る
た
め
に
は
、
ぞ
の
前
提
に
お
い
て
政
策
的
研
究
に

封
す
る
理
論
的
研
究
に
出
鵬
首
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
賓
の
事
貨
の
聞
に
存
在
す
る
法
則
の
殺
見
ま
た
は
現
買
の
事
貨

の
法
則
的
説
明
を
前
提
と
し
根
操
と
す
る
政
策
的
規
範
の
設
定
で
な
け
れ
ば
.
皐
問
的
に
意
味
あ
る
政
策
論
は
成

立
し
得
な
い
。
そ
れ
故
に
い
ま
商
底
街
卦
策
の
規
範
法
則
を
設
定
せ
ん
と
す
る
場
合
に
も
、
ぞ
れ
が
草
な
る
個
人

的
の
告
一
三

2
以
上
で
あ
り
得
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
先
づ
商
庖
街
に
閲
す
る
存
在
法
則
ま
た
は
少
く
と
も
現

大
都
市
に
お
げ
る
商
盾
街
の
構
成
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巻

賓
の
事
買
に
劃
す
る
認
識
を
確
め
る
こ
と
が
前
提
的
に
必
要
で
あ
ふ
。
こ
う
に
大
都
市
に
お
け
る
商
庖
街
の
構
成

第
六
獄

を
問
題
と
す
る
の
は
、
郎
ち
こ
の
意
味
に
外
な
ら
ぬ
c

商
府
街
に
つ
い
て
は
こ
の
外
に
向
ほ
多
〈
の
問
題
を
合
ん

で
ゐ
る
が
、
こ
》
で
は
他
の
諸
問
題
は
す
べ
て
割
愛
し
て
、
そ
の
構
成
に
の
み
問
題
を
限
定
す
る
。
ま
た
調
査
方

法
に
つ
い
て
も
紙
面
の
都
合
上
他
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
こ
と
〉
す
る
が
、
各
都
市
の
商
工
曾
議
所
・
日
本
商
工
脅
議

所
。
商
工
省
商
務
局
の
有
力
な
る
協
力
に
よ
ら
rr
れ
ぱ
、

到
底
な
し
符
な
か
っ
た
調
査
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て

日
材

)
f
f一
宮
ノ
:
、
。
:
:
可
立
官
官
〕
]
フ

5
ム

1
2
F
'
e
t
p、
買
い
四
二
百
「

3
滑
川
は

1
t
Z
E
-
-
U
E
E
l
f
-
〉
よ

日
開
吉
岡

od忠
告
ベ
ネ

I
T
b
d
c
f
J
r
j
者
4
H
G
3
1
4
J
t
E
r
』

J
S
f
『

』

国

勺

E
P
-
2
1
U
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P
L
Y
E
-
:
t
，

い
か
ら
、
今
は
遺
櫨
な
が
ら
之
を
除
い
た
四
大
都
市
に
就
い
て
考
察
す
る
こ
と
〉
す
る
。

=
、
商
庖
衝
の
刷
費
唐
舗
融

商
府
街
は
猫
立
専
門
の
小
貰
庖
を
中
心
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
そ
こ
に
は
小
貰
庖
以
外
の
各
種
の
他

業
者
を
も
包
含
し
、
普
通
の
住
宅
・
枇
寺
の
如
き
を
も
含
み
、
ま
に
潤
立
専
門
的
に
あ
ら
F
ろ
他
の
小
貰
厄
も
存

在
す
る
。
ぞ
こ
で
両
府
街
の
成
構
に
就
い
て
先
づ
第
一
に
問
題
と
な
る
は
、
そ
の
中
に
含
ま
る
〉
小
貰
庇
の
絶
劃

的
な
ら
び
に
相
封
的
の
数
で
あ
る
。
卸
ち
一
は
一
つ
の
商
底
街
を
形
成
す
る
小
貰
応
の
組
制
剖
致
如
何
の
問
題
で
あ

ち
、
二
は
ぞ
の
小
頁
庖
と
他
業
者
(
偲
り
に
住
宅
・
枇
寺
の
如
き
も
の
を
も
含
め
て
)
と
の
相
軒
数
如
何
の
一
問
題
で

ふり
4

0

0

第
一
に
、

一
つ
の
耐
底
街
を
形
成
す
る
小
責
庖
の
教
は
、
理
論
的
に
は
二
つ
の
事
情
に
よ
っ
て
決
定
3
れ
る
。

9) 拙著、商業組織の特殊研究、序文 p・3・本交付以下



帥
ち
一
方
で
は
商
庖
街
の
側
よ
り
見
て
、
各
種
の
濁
立
専
門
居
が
、
消
費
者
の
生
活
一
般
よ
句
要
求
せ
ら
る
〉
需

要
を
充
た
し
、
且
つ
或
程
度
の
競
争
闘
係
を
持
繭
せ
し
h
u

る
た
め
に
は
、
幾
何
の
居
舗
を
必
要
と
す
る
か
に
よ
っ

て
定
ま
り
、
こ
の
鈷
か
ら
商
庇
街
の
最
小
限
度
が
規
定
さ
れ
る
。
数
個
の
庖
舗
で
は
商
庖
符
は
形
成
さ
れ
な
い
。

他
方
で
は
消
費
者
ま
七
は
顧
客
の
側
よ
り
見
て
、
そ
の
買
出
し
を
便
利
に
な
し
得
る
た
め
に
は
、

一
定
程
度
の
延

長
以
上
は
許
さ
れ
得
な
い
。
こ
の
酷
か
ら
商
庖
街
の
最
大
限
度
が
規
定
き
れ
る
。
数
十
町
に
亘
る
商
底
符
ま
た
は

数
千
庖
捕
を
包
含
す
る
商
底
街
は
成
立
し
得
な
い
。

い
J
J
h

四
大
都
市
に
お
い
て
耐
庖
桁
と
し
て
認
め
ら
晶
、
泊
四
十
九
街
に
つ
い
て
.
そ
の
小
賛
成
舗
数
ぞ
見
る
に
、

後
に
掲

σる
第
三
表
に
一
不
き
る
〉
如
く
、

最
多
五
四
四

〔
大
阪
天
刑
耕
)

か
ら
最
少
王
七
東
京
上
野
腕
小
山
町
)
土

で
種
今
の
相
蓮
を
示
し
て
ゐ
る
。
併
心
な
が
ら
前
者
は
寧
ろ
一
一
一
つ
又
は
四
つ
の
街
直
に
分
割
き
る
べ
き
で
あ
り
、

後
者
は
後
に
も
指
摘
す
る
如
〈
商
府
街
と
認
め
う
る
か
疑
問
で
あ
る
。
か
う
る
場
合
に
は
中
位
数
に
よ
る
を
合
理

的
と
す
名
が
、
仮
り
に
算
術
平
均
の
方
法

4

ど
も
併
記
し
て
、
四
大
都
市
別
の
庖
揃
教
を
表
示
せ
ば
第
一
表
の
如
く

な
る
。何

れ
の
方
法
に
よ
る
も
著
し
き
相
違
は
な
い
が
、
か
ち
に
中
位
数
を
採
る
と
す
れ
ば
一
一
三
一
乃
至
二
ハ
こ
を
一
不

し
て
略
ιv
接
在
し
て
ゐ
る
。
之
に
よ
っ
て
大
都
市
商
庖
街
を
形
成
す
る
小
賓
庖
舗
教
を
ほ
JE

捕
捉
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
向
ほ
参
考
の
仁
め
に
各
都
市
一
つ
づ
冶
の
中
心
商
広
椅

l
lこ
れ
は
種
々
の
黙
に
お
い
て
他
の
商
庖
街
と

匝
別
し
う
る
も
の
で
あ
る
ー
ー
を
採
っ
て
そ
の
庖
舗
数
を
見
る
に
、

一
般
に
よ
り
多
数
の
庖
舗
を
包
含
す
る
こ
と

大
都
市
に
お
げ
る
商
庖
街
の
構
成

第
間
十
二
巻

一O
二
五

第
六
銑

ムノ、



fーナI一一一一「一寸
金川中京大東

;

1

3

 

1

3

c

 

b
t
j
J
S
 

大
都
市
に
お
げ
る
商
府
街
の
構
成

第

表

商
府
街
の
小
責
庖
舗
数

一

最

多

一

最

一-
j
i
-
-
i
i

一一一一一

一

玉

閉

山

一

戸者E阪Ji.[

市市市首f偲

庇
舗
数
に
闘
す
る
第
二
の
問
題
は
、

第
四
十
二
巻

一O
二
六

少

算

術

平

均

中

第
六
抗

位

数

-，エーヒ芳、ヨE
ニニ ふ・s 三bι ーじ2

五 六 4三回
..~ --t::: 三企Zム プt‘

一回一
一
里
(

一六一一
一=一一一

.~、

広

-‘， 7可:;f"u ;，.'竜
三恒;;:""， 71.. ~ 

|ー圃L.一一一一斗ー」

三五

ベコ

三正
問

盟

小
賢
庖
と
他
業
者
と
の
相
封
的
比
例
に
あ
る
。

商

街

中

銀
座
通

心
粛
橋

四

係

元
町
山
地

中
位
抜

ーノ、
= 

一
般
に
商
底
街
は
小
寅
庖

の
み
を
も
っ
て
成
立
し
う
る
も
の
か
ど
う
か
、
少
く
と
も
大
都
市
の
商
庖
街
は
、
小
資
庖
の
外
に
、
ま
た
は
小
貰

底
を
存
立
せ
し
な
る
た
め
に
、
他
の
補
助
的
の
庖
舗
を
必
要
と
す
る
様
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
お
い
て
謂
は
ゆ
る
他

業
者
は
二
種
に
匝
別
し
う
る
。
住
宅
・
宰
屋
の
如
き
は
不
必
要
な
る
爽
雑
物
で
あ
り
、
或
種
の
接
客
業
の
如
き
は
或

程
度
ま
で
は
必
要
な
る
介
在
物
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
是
等
の
爽
雑
物
ま
た
は
介
在
物
が
、
現

賓
の
商
庖
街
に
お
い
て
如
何
な
る
割
合
を
占
h
u
る
か
は
、
商
唐
街
そ
の
も
の
よ
り
見
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
み

な
ら
子
、
五
日
冷
の
如
く
之
を
小
貢
応
針
策
の
封
象
と
し
て
見
る
場
合
に
お
い
て
、
殊
に
重
要
な
る
問
題
と
な
る
。

蓋
じ
普
通
に
は
商
庄
街
と
混
同
3
れ
日
現
く
、
而
か
も
最
密
に
之
と
直
別
さ
る
べ
き
『
盛
り
場
』
の
如
き
、
ぞ
の
大
部

分
の
構
成
要
素
が
劇
場
・
映
書
館
・
料
理
屋
・
飲
食
庖
・
喫
茶
庖
・
酒
場
の
如
き
よ
り
成
り
、
普
通
商
品
の
小
貰
庇
が



そ
の
一
小
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
之
を
商
庖
街
と
認
h

げ
る
こ
と
は
出
来
ゃ
、
ー
単
純
な
る
都
市
繁

築
策
と
し
て
は
兎
も
角
、
少
く
と
も
之
を
小
責
庖
劃
策
の
卦
象
と
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
め
る
。

い
ま
後
に
掲
円
、
る
第
三
表
の
最
後
に
示
き
る
〉
小
寅
底
の
割
合
に
つ
い
て
見
る
に
、
最
高
九
六
二
ニ
，
%
(
紳
戸
西

宮
内
町
)
よ
り
最
低
五
三
・
六
%
(
大
阪
平
野
町
)
ま
で
種
々
の
相
違
が
あ
る
。
左
に
各
都
市
別
の
割
合
を
第
二
表
と

し
て
示
す
。

七市7Z4 第

表

商
庖
街
小
資
底
の
割
合

戸都阪京

穂 l市市市市 l

l量

」同日
勾

九
C
・口

八
九
・
一

八
一
昔
・
四

九一一ハ・三

ヨ邑! 匂 耳3'i.五百己
三五 Iヨヨー ヨヨL 三a.寸二:;:，，<

;.. I ，ζ いる l低

き|三三 2雪~'i

t戸

商

l古
ノ、 J恒 ノ 、 芳 、 l
--・て ，.屯.，/1

ムニふるっ街

身

辛

抱

明

刊

γ

'位

E立

銀
庫
、
過

心
藩
橋

四

傑

元
町
遁

(
中
位
般
)

唱
九
・
0

1量

均
七回・一

u
q
A
・一

告
一
予
告

七
一
千
耳

こ
の
数
字
は
前
述
の
如
〈
必
中
し
も
商
庖
街
と
し
て
の
理
想
型
ま
た
は
完
全
性
の
程
度
を
一
不
す
も
の
で
は
な

4
4

「
・
三

七
六
・
ニ

ぃ
。
た
ず
小
責
広
心
密
集
度
ま
た
は
密
度
を
示
す
数
字
と
し
て
は
、
意
義
を
有
し
、
従
っ
て
小
買
庖
針
策
の
立
場

か
ら
は
佳
意
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
〉
で
は
最
低
程
度
五
三
・
六

μ
の
小
貰
庖
を
合
な
も
の
ま
で
商
庖
符
と

し
て
認
切
ら
れ

τゐ
る
が
、
こ
の
密
集
反
を
示
す
数
字
は
商
庖
街
と
し
て
認
定
す
べ
き
か
否
か
の
唯
一
で
は
な
い

に
し
て
色
一
つ
の
基
準
と
な
る
。
小
頁
庖
一

O
O
M
F
の
商
出
出
荷
が
、
た
ヲ
そ
れ

rけ
で
必
中
し
も
理
想
的
の
商
庖

大
都
市
に
お
げ
る
薦
出
抽
街
の
構
成

第
四
十
二
巻

一
O
一一七

第
六
競

六
E 



大
都
市
に
お
付
る
商
応
街
の
構
成

第
四
十
二
巻

第
六
獄

大
中
ハ

一O
二
八

街
で
な
い
と
共
に
、
小
貰
庖
が
五

Cμ
に
も
足
ら
ぬ
所
は
、
之
を
商
庖
街
と
言
ひ
う
る
か
疑
問
で
め
ら
う
。
前
掲

第
二
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
中
位
数
に
よ
る
平
均
率
は
、
算
術
平
均
と
大
差
な
〈
而
か
も
四
大
都
市
に
お
い
て
著

し
き
相
違
は
な
〈
、
八
了
九

μ
乃
至
七
六
・
三
%
を
示
し
て
ゐ
名
。
之
に
よ
っ
て
犬
都
市
商
底
街
の
小
貰
底
は
ほ

三
そ
の
七
六
%
程
度
の
密
集
度
を
有
す
る
こ
と
が
判
る
。
中
心
両
庖
街
の
密
度
は
之
に
比
較
す
れ
ば
相
φ
高
く
、

八
三
・
九

μ
乃
至
六
六
・

O
M刊
を
来
し
、
中
校
教
に
お
い
て
七
九
・
o
u
%
を
示
し
て
ゐ
る
。

山
寸
断
品
噛
制
的
制
服
備
構
附

向
肩
掛
の
構
成
に
閲
す
る
第
二
の
問
題
は
、
之
を
形
成
す
る
各
種
の
小
貫
底
が
、
ぞ
の
販
頁
商
品
の
種
別
よ
り

見
て
、
如
何
な
る
構
成
を
有
す
る
か
に
あ
る
。
こ
の
場
合
に
先
づ
問
題
と
な
る
は
、
謂
ふ
所
の
商
品
種
別
を
如
何

に
匝
分
す
べ
き
か
に
あ
る
。
商
品
は
種
ゃ
の
立
場
よ
り
種
々
の
分
類
伝
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
な
が
ら
認
で

は
問
題
の
中
心
は
小
買
庇
に
あ
り
、

且
つ
買
出
し
品
伝
中
心
と
す
る
濁
立
一
尋
問
応
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

寧
ろ
吾
L
V

の
消
費
生
活
を
中
心
と
し
て
考
へ
、
衣
食
住
そ
の
他
の
闘
係
を
考
慮
し
て
、
衣
料
品
・
食
料
品
・
住
料
品
・

燃
料
品
・
文
化
品
・
生
産
用
品
@
お
よ
び
共
他
の
七
品
種
と
し
、
之
を
三
十
九
類
に
分
類
し
、
更
に
八
十
七
商
に
細
分

し
た
。
後
の
類
別
お
よ
び
商
別
は
、
同
勢
調
査
お
よ
び
商
業
調
査
の
分
類
を
参
照
す
る
輸
が
少
〈
な
い
。
か
く
し

て
四
大
都
市
に
お
け
る
四
十
九
商
庖
街
の
商
品
種
別
の
小
貫
庖
鮪
敷
を
示
せ
ば
、
第
三
表
の
如
く
な
る
。

第
三
表
に
よ
り
て
各
商
底
街
に
つ
き
仔
細
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
そ
れ
介
、
の
個
別
性
の
相
違
が
接

拙著、配給組織論、 p.98以下1) 
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大
都
市
日
お
け
る
商
成
街
山
構
成

一O
=

一O

第
六
競

六
八

第
四
十
二
巻

見
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ま
た
構
成
上
の
一
般
性
と
特
殊
性
と
を
看
取
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

一
般
的
に
最
も
多
い

の
は
衣
料
品
で
め
っ
て
、

一
二
の
例
外
ぞ
除
け
ば
何
れ
に
お
い
て
も
こ
れ
が
長
大
多
数
含
占
め
る
。
之
に
次
い
で

は
食
料
品
お
よ
び
文
化
口
叩
で
あ
っ
て
、
住
料
品
は
そ
の
次
に
あ
り
、
燃
料
品
と
生
産
別
口
叩
と
は
一
一
般
に
極
め
て
少

数
で
あ
る
。

こ
の
貼
よ
り
見
れ
ば
こ
の
分
類
の
尖
蛍
性
も
疑
は
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
併
し
之
は
大
都
市
の
商
庇

街

眠
ら
*1-

o 
る

b 

、

地
方
中
小
都
市
の
商
府
街
に
め
つ
て
は
、

恐
ら
く
多
少
の
相
誌
を
来
す
で
め
ら
う

3
.

、
，
‘

l

E
E
f
-
-
2
1
5《

I
J
A
H
H
A
-
-
A
n

，，
 

い
ま
件
都
市
別
の
紹
封
獣
お
よ
び
相
封
載
な
一
一
小
ぜ
ば
第
四
去
の
如
く
な
る
。

第

表

各
都
市
の
商
品
種
別
構
成

四

1m中京大東

言1i戸都阪京

|布市市市

一

衣

料

品

一

食

料

品

一

位

料

品

一

燃

料

品

一

文

化

品

生

産

用

品

一

英

他

一釦
Ali-叶

KEa-E亙
1
1
i
i一段
-4zjE

副「
E
U己ー副一引
UUE
引
む
」

E
引
J
己

記

釦

一
一
、
口
主
宰
一
一
回
一
三
一
え
・
丘
一
三
三
一
長
一
口
・
主
主
一
一
主
主
主
一
口
主
=
胃
一

一
四
九
三
一
一
宍
・
生
一
五
三
言
・
呈
三
主
一
口
・
呈
ニ
ロ
・
口
一
一
云
一
2

言
金
三
一
一
・
豆
園
内
一

一
六
三
国
三
一
一
莞
一
一
八
・
主
一
ニ
セ
一
八
・
八
一
一
ニ
ロ
人
一
元
旦
一
一
口
・
主
五
一
口
・
五
七
Z

一

司』
|
ι

弓
u

引
ヨ
凶

E
u
-
-「
E
当
Z
J
Z平劃一
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第
四
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
衣
料
品
は
大
阪
市
の
四
七
・
一

μ
ぞ
最
大
、
京
都
市
の
三
六
・
九
%
を
最
少
と
し
、

会
開
に
お
い
て
は
四
三
・
六
%
を
占
め
る
が
、
何
れ
に
か
い
て
も
之
が
最
大
卒
を
占
め
る
姑
に
相
違
は
な
い
。
'
食

料
品
は
ほ
Y
そ
の
b
T
ば
h
z
占
め
、
全
櫨
と
し
て
一
二
・
六
M

仰
を
占
め
る
。
住
料
品
は
更
に
そ
の
企
・
ば
仁
も
蓮
せ
守
、



会
韓
に
お
い
て
八
・
六
Mm
に
過
ぎ
な
い
。
之
に
反
し
て
文
化
品
は
会
開
と
し
て
二
二
・
八
%
を
占
め
、
全
開
と
し
て

は
食
料
品
を
凌
駕
し
て
第
二
位
を
占
め
る
。
た
Y
東
京
市
に
お
い
て
は
食
料
品
は
著
し
〈
高
率
で
あ
る
。
燃
料
品

お
よ
び
生
産
品
は
何
れ
も
会
躍
と
し
て
五

μ
に
過
ぎ
な
い
。
卸
ち
日
疋
等
の
商
品
の
大
部
分
は
、
商
庖
街
以
外
の
小

寅
庇
に
よ
っ
て
配
給
す
る
も
の
と
想
は
れ
る
。

か
く
の
如
〈
令
障
を
通
じ
て
観
察
す
る
時
は
、
そ
こ
に
或
程
度
の
一
般
性
を
認
め
う
る
と
同
時
に
、
各
都
市
に

よ
り
で
ま
た
そ
れ
/
¥
の
特
殊
性
脅
認
め
ヲ
」

2
が
出
来
る
。
市
民
に
一
都
市
内
の
各
両
市
街
じ
つ
い
て
観
察
す
ふ

と
訟
は
、
そ
の
都
市
の
一
般
性
に
扮
し
て
そ
れ

jr、
，
の
特
殊
性
伝
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
之
に
つ
い
七
は
疋
に

t
L
h
H
~
f
h
t

】
-
.
‘

h

》

。

利
下
部
討
す
と
，
、

目
、
刷
費
居
別
の
高
居
衛
構
成

尚
応
街
の
構
成
を
小
資
応
の
側
よ
り
見
て
問
題
と
す
る
場
合
に
は
、
前
述
の
如
き
尚
品
種
別
の
構
成
を
見
に
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
誕
に
之
を
細
別
し
て
、
現
貨
の
小
貫
山
制
の
分
業
服
態
に
針
燦
す
る
科
度
に
ま
で
分

類
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
剖
も
こ
h

で
は
前
越
の
七
商
品
種
別
を
三
十
九
類
別
と
し
、
一
見
に
之
を
八
十
七
商
別
と
し
、

そ
れ
ん
/
¥
、
に
属
す
る
小
資
庖
舗
裁
を
調
査
す
る
こ
〉
し
た
。
第
五
五
品
は
却
ち
そ
の
結
果
で
あ
る
。

第
五
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
衣
料
品
の
う
ち
最
大
卒
は
、
何
れ
の
都
市
に
お
い
て
も
呉
服
太
物
麻
織
物
商
で
あ

っ
て
‘
会
鯉
左
し
て
は
衣
料
品
の
一
九
・
二
%
を
占
め
る
。
却
も
商
応
街
の
う
ち
四

O
μ
以
上
は
衣
料
品
応
で
あ

大
都
市
じ
お
け
る
商
応
街
の
構
成

第
四
十
二
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大
都
市
に
お
げ
る
商
盾
街
の
構
成

第
四
十
二
巻

O 

四

第
ず主

務

七

h
J
、
そ
の
う
ち
約
二
C
%
は
請
は
ゆ
る
央
服
応
で
め
る
と
言
へ
る
。

て
、
こ
れ
ま
七
犬
都
市
商
庖
街
の
一
般
ー
性
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

之
に
次
ヤ
は
洋
品
類
の
一
四
・
八

μ
で
あ
っ

食
料
品
は
全
膿
と
し
て
二
C
U
刊
以
上
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
中
の
最
も
主
要
な
も
の
は
、
何
れ
の
都

市
に
お
い
て
も
菓
チ
商
(
和
洋
)
で
あ
っ
て
、
金
躍
と
し
て
三
三
・
O
%
を
占
め
る
。
こ
れ
が
商
庖
街
全
躍
を
通
じ

て
、
絶
調
的
に
も
相
卦
的
に
も
最
も
多
数
を
占
め
る
小
賓
庇
で
あ
る
。
之
に
次
ぐ
食
料
品
は
果
物
商
で
あ
る
が
、

を
わ
一
品
立
ま
「
jhd
こ
庇
〈
へ
・
}

ψ

こ
晶

F
I
円
。
主
斗
目
附
ま
ら
い
l
一、とし

t
も花、

JV?
、B
F
工、

b
D
E
ち
5
4
、

(
j
t
t
ー

な

I
-
J
I
-
-
J
O
J
l
t
j
;
t
d
q
;司

z
l
ノ

息

日

咽

j

f

t

J

3

1

L

L

-

d

，
J
A

そ
め
中
で
は
家
具
商
ニ
ニ
・
ニ

μ
、
A
m
属
器
具
商
二
C
・
九
M
仰
が
最
も
著
し
い
む

文
化
品
は
益
腫
と
し
て
、
食
料
品
に
劣
ら
や
重
要
な
地
位
を
占
め
る
が
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
分
散
的
で
め
っ

て
、
集
日
間
商
の
一
三
・
三
%
、
時
計
商
の

了
九
%
、
圃
書
雑
誌
商
の
一

0
・
C
M
m
等
が
比
較
的
に
重
要
で
め
る
。

燃
料
品
お
よ
び
生
産
用
品
は
何
れ
も
重
要
な
ら
争
、
全
鰻
と
し
て
五
%
程
度
の
・
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
に
あ
っ
て

は
薪
茨
商
、
後
者
に
あ
っ
て
は
白
轄
車
商
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。

以
上
の
議
貼
に
つ
い
て
は
促
令
そ
の
比
率
に
は
多
少
の
相
患
は
あ
っ
て
も
、
何
れ
も
各
都
市
を
通
じ
て
認
め
得

ら
る
う
一
一
般
佐
で
め
る
。
勿
論
こ
れ
を
夏
に
各
商
庖
街
に
つ
い
て
観
察
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
右
の
勤

に
つ
い
て
特
殊
性
を
有
す
る
も
の
も
存
す
る
で
め
ら
う
が
、
そ
の
詳
細
な
る
研
究
は
他
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
こ
と
〉

す
る
。



五
、
高
居
街
他
業
者
の
構
成

両
応
街
は
濁
立
小
責
応
舗
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
前
に
も
遮
ぷ
る
が
如
〈
、
こ
れ
以
外
に
多
か

れ
少
な
か
れ
他
の
諸
要
素
を
匂
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
商
庖
街
に
よ
り
各
都
市
に
よ
り
相
遣
は
め
る
が
、
四
大

都
市
の
平
均
に
お
け
る
小
頁
府
の
密
度
は
七
六
・
七
%
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

二
一
二
・
三
品
川
は
他
の
諸
要
素
か
ら
成

っ
て
ゐ
る
こ
と
が
判
る
。
而
し
て
他
の
諸
要
素
の
中
に
は
、
積
極
的
に
商
庖
柑
と
し
て
の
機
能
を
助
け
て
ゐ
る
楠

助
的
要
素
と
、
そ
の
介
在
が
却
っ
て
商
応
街
の
機
能
伝
減
殺
す
る
阻
害
的
要
素
と
の
別
が
あ
る
、
こ
の
他
に
積
極
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の
完
成
佐
妨
げ
る
要
素
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
鮪
よ
り
見
て
、
次
に
掲
ぐ
る
第
六
表
に
つ
き
他
業
者
の
四
種
別
・
十
六
類
別
お
よ
び
三
十
四
業
別
を
観
察

す
る
は
興
味
が
め
る
。
先
づ
第
一
に
物
品
販
責
業
の
う
ち
最
・
も
補
地
的
佐
賀
の
強
い
も
の
は
小
責
市
場
で
あ
る
。

現
に
商
庖
街
劃
策
の
一
つ
と
し
て
、
小
責
市
場
を
態
今
そ
の
商
庖
街
の
中
に
新
設
す
る
寅
例
さ
へ
あ
る
。
賃
際
に

於
て
・
6
殊
に
生
鮮
食
料
品
の
小
責
市
場
は
可
な
り
の
多
数
に
上
り
、
四
大
都
市
に
て
二
六
、
(
二
二
二
%
)
を
占
め

る
o
次
に
商
庖
街
の
百
貨
庄
は
最
色
問
題
と
な
る
色
の
で
あ
る
が
、
大
規
模
の
色
の
、
み
一
四
に
達
す
る
。
即
ち
百

貨
庖
の
大
部
分
は
商
庖
街
の
中
に
あ
る
。
之
に
就
て
は
二
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。

一
は
未
設
の
百
貨
唐
を
商

庖
街
に
新
設
せ
ん
と
す
る
場
合
、
こ
の
場
合
は
明
ら
か
に
従
来
の
濁
立
専
門
底
に
劃
す
る
阻
害
的
要
素
と
な
る
。

大
都
市
に
お
げ
る
商
腐
街
の
構
成

第
阿
十
二
巻
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五

第
六
披
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二
は
蹴
設
の
百
貨
居
が
商
庖
街
の
中
に
あ
る
場
合
、
こ
の
場
合
に
は
却
っ
て
補
助
的
要
素
と
な
り
、
そ
の
閉
庖
ま

た
は
休
業
日
は
却
っ
て
商
庖
街
全
寂
れ
し
め
る
貫
例
が
多
い
。
均
一
連
鎖
居
も
ほ
Y
同
様
の
影
響
あ
る
も
の

K
3一一同

へ
る
が
、
そ
の
教
は
百
貨
庖
と
大
差
な
い
。
た
ヲ
そ
の
規
模
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
最
後
に
卸
買
業
者
は
最
も
多

数
に
介
在
し
ほ
ヨ
五
割
を
占
め
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
積
極
的
に
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
併
し
小
買
商
庖
街
と

し
で
は
一
種
の
爽
雑
物
で
あ
る
か
ら
、
之
に
代
ふ
る
に
小
貰
底
を
も
っ
て
す
る
方
が
望
ま
し
い
。

第
二
に
、

調
は
ゆ
る
商
業
補
刷
業
者
の
う
も
、
銀
行
・
信
託
等
の
金
融
機
闘
は
そ
の
過
字
以
上
を
占
め
み
。

fl'cI' 

は
商
出
出
荷
の
補
地
的
機
拍
ぞ
な
す
こ
と
も
あ
る
が
、

之
が
介
在
は
商
庖
街
の
形
態
ぞ
不
備
な
ら
し
め
る
こ
と
が
多

レ
か
ら
m

蹴
一
叫
ん
そ
の
附
虹
ド
散
在
す
お
こ
と
が
盟
ぷ
し
い
じ

l

l

I

M

i

-

-

v

}

l

i

p

-

-

J

I

-

-

』

h
じ
長
;
口
k
p

目
・
当
1
k
P
4
d
J
H

月
到
・
，

1
F
J
F
a司

J
I
J
h

、
}
)
一
U
L

若
s
f
k
t
4レ
時

U【

4
A
E
μ
i町
』

E
;

、c
v
A
V
:ド
パ
U
H
ι
l
a
t
u
-

あ
る
が
.
尚
ほ
会
瞳
と
し
て
は
可
な

h
に
介
在
し
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
個
ゅ
の
商
庖
街
に
つ
い
て
見
る
時
は
、
銀

行
以
下
こ
の
種
の
補
助
業
者
の
金
〈
存
在
し
て
な
い
も
の
も
少
く
な
い
。
是
こ
の
種
の
機
関
は
一
一
般
に
消
費
生
活

よ
り
も
生
産
活
動
に
関
聯
す
る
所
が
よ
り
多
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
商
庖
荷
日
と
り
補
助

的
要
素
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
例
外
的
に
は
例
へ
ば
神
戸
市
の
西
宮
内
町
の
如

t
、
会
〈
接
客
業
者
の
介
在

第
三
に
、
接
客
業
者
は
反
動
に
消
費
生
活
と
関
聯
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

し
な
い
も
の
も
あ
る
が
、

一
般
に
は
商
庖
街
他
業
者
の
六

O
M
m
以
上
は
接
客
業
者
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要

な
る
は
飲
食
庖
・
喫
茶
唐
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
接
客
業
者
の
六

O
%以
上
を
占
め
る
。
之
に
次
い
で
玉
突
麻
在
類
・

理
髪
美
容
術
・
旗
館
料
理
屋
・
劇
場
映
畜
館
・
風
呂
屋
業
で
あ
る
が
、
是
等
は
寧
ろ
商
庖
街
の
附
近
に
あ
る
を
可
と
す

大
都
市
円
い
お
げ
る
繭
底
街
の
構
成

第
凶
十
二
巻

O 

七

第
六
時
抗

七
亙



大
都
市
ド
い
お
げ
る
商
応
街
の
構
成

第
四
十
二
巻

。
;¥. 

第
宍
披

七
/、

る
。
大
都
市
の
商
庖
街
こ
と
に
そ
の
中
心
商
底
街
が
次
第
に
慰
安
化
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
種
の
接
客
業
者
の
或

者
は
商
底
街
の
中
に
介
在
し
、
戎
者
は
そ
の
附
近
に
散
在
す
る
こ
と
が
、
山
市
街
の
た
め
に
必
要
な
要
素
と
な
っ

て
来
る
。

最
後
に
、
共
他
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
本
一
地
@
窓
口
慌
で
あ
る
が
、
之
は
壬
一
同
ふ
ま
で
も
な
く
阻
害
的
要
素
で
め
る
か

ら
、
之
に
到
し
て
は
何
等
か
の
方
訟
ド
ょ
っ

τ、
そ
の
昼
隙
を
充
た
す
こ
止
が
必
要
で
あ
る
。
空
家
に
掛
し
て
は

そ
の
ゆ
問
応
街
に
不
足
せ
る
小
責
庇
佐
川
惜
.
殺
し
も
本
地
に
針
し
C
は
之
に
慰
安
的
設
備
シ
純
し
T
遊
間
地
J
す引な砂川
μ

如
き
是
で
あ
あ
。

次
に
枇
寺
・
住
宅
・
病
院
の
如
き
も
耐
底
街
の
暗
黒
部
分
与
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

たて
J

一
枇
寺
の
中

に
は
ぞ
の
参
詣
客
が
重
要
な
要
素
を
な
す
も
の
が
少

t
な
い
。
商
庖
街
の
中
に
は
謂
は
ゆ
る
門
前
町
の
按
展
し
た

も
の
が
少
〈
な
い
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。

割
は
接
客
業
者
で
あ
り
、
ぞ
の
中
の
ま
た
約
六
割
は
飲
食
庖
・
喫
茶
庖
で
あ
る
。

要
す
る
に
回
大
都
市
の
商
広
樹
の
中
に
は
益
樫
と
し
て
約
二
割
五
分
程
度
の
他
業
者
を
含
み
、
そ
の
う
ち
約
六

而
し
て
こ
れ
ら
他
業
者
の
中
に

は
、
却
っ
て
商
庇
荷
の
機
能
を
助
け
る
要
素
と
之
を
阻
害
す
る
要
素
と
を
合
hv
か
ら
、
商
府
街
劃
策
と
し
て
こ
の

他
業
者
を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
一
つ
の
問
題
と
な
っ
て
来
る
。

六
‘
高
居
街
構
成
の
-
般
牲
と
特
殊
性

商
庖
街
に
隈
ら
宇
一
一
般
に
こ
の
種
の
問
題
に
お
い
て
は
、
個
別
性
と
一
般
佐
k
特
殊
佐
と
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら



日ユ。

一
般
性
を
重
鵡
す
る
の
飴
り
に
個
別
性
と
特
殊
性
と
を
浸
却
し
で
は
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
個
別
性
を
の
み

重
説
し
て
一
般
性
と
特
殊
性
を
忘
却
す
べ
き
で
な
い
。
ま
た
佃
別
性
と
特
殊
性
と
を
混
同
し
て
、
た
VJ

佃
々
の
事

例
会
観
察
す
る
の
み
を
も
っ
て
、
そ
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
得
た
り
左
考
ふ
べ
き
で
な
い
。

一
個
の
貫
在
と
し

て
の
個
今
の
事
例
は
、

一
般
性
と
特
殊
性
と
の
綜
合
で
あ
り
、
個
別
性
の
蹄
納
に
よ
っ
て
の
み
一
般
性
を
把
撞
し

一
般
性
の
認
識
に
よ
っ
て
の
み
特
殊
性
を
認
識
し
う
る
の
は
、
研
究
方
法
一
肢
を
遁
十
る
原
理
で
あ
っ
て
、
今
夏

に
問
題
と
す
る
程
の
こ
と
で
も
な
い
。

個
別
性
と
一
一
般
佐
と
特
殊
性
と
は
尚
底
街
の
あ
ら
ゆ
る
描
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
る
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、

ま
司
一
到

z-5己
J

C

L

入
ノ
率
見
こ
品
「

3
日
リ
自
プ

1
J
A
)
司

』
札
下
ι
u
v
E
H
N
J
t
v
h
r
d
l
e
-
-
v
r叶

JL
ふ
非
4

じ
川
}
川

H
u
u
v
e
ノ「

M
U
ド
川
凡

u
t
q
m沿
い

yi

山村一で

L
コ
内
功
三

Eι
』

)
H
E
f
7
2
Z
L酢

7
;
J
t
q
交
刀

lJ
〆

H
ド
〕
ノ
カ
目

-
L
U
一
円
『
凡
訓
山

V
'
v
削
川

J
J巳，

B
L
j

、
V

L

イ

i

I

t

b

g
ルー

に
先
づ
そ
れ
ハ
¥
k

の
個
別
性
含
有
す
る
個
冷
の
商
居
荷
に
つ
き
、
出
来
る
丈
け
そ
の
個
性
老
浸
却
せ
ゴ
る
や
う
詳

細
な
る
第
三
表
を
掲
げ
て
お
い
た
。
次
に
多
歎
の
伺
ι
干
の
事
例
に
遁
や
る
一
般
性
を
後
見
せ
ん
と
努
め
、
最
後
に

こ
の
一
般
性
よ
り
見
て
個
。
の
事
例
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
努
め
る
。

第
一
に
、
商
庖
符
を
構
成
す
る
小
貫
庖
舗
の
絶
卦
歎
に
つ
い
て
見
る
に
、
各
都
市
の
中
位
教
を
も
っ
て
そ
の
都

市
の
一
般
性
と
肴
倣
し
、
克
に
そ
の
中
位
歎
を
求
む
る
時
は
一
四
凶
庖
舗
と
な
る
。
之
に
卦
す
る
個
b

の
商
庖
街

の
特
殊
性
は
、
底
舗
数
の
多
き
も
の
と
少
き
も
の
と
の
二
部
類
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
七
去
は
卸
ち
之

を
示
す
志
の
で
あ
る
。

小
責
庄
舗
の
絶
劃
数
に
お
い
て
、
中
心
商
底
街
と
傍
心
商
庖
街
(
周
透
商
庖
絹
」
と
の
聞
に
一
般
的
な
る
直
別
を

大
都
市
に
お
げ
る
商
広
街
の
構
成

第
四
十
二
巻

O 

九

第
六
猿

七
七



大
都
市
に
お
げ
る
商
底
街
の
構
成

第
四
十
二
倉

一O
四
O

第
六
披

七
A 

第

七

表

商
応
街
府
舗
数
の
一
般
牲
と
特
殊
性

一
虎
舗
数
の
多
事
特
殊
性
一
音
型
天
神
橋
)
一
九
一
(
浅
草
雷
門
)

一
席
舗
数
の
す
特
殊
性
一
一
実
上
野
康
小
路
)
六
王
(
中
道
)

一
四
大
都
市
の
中
山
富
一
-
回
一
(
東
京
市
)
一
男
(
大
阪
市
)

吉
宍
灘
八
幡
)

豆
(
元
町
通
)

豆
V

:1 

ニ
八
七
(
九
傑
遁
)

七
六
(
生

吉
田
(
中
位
鍛
)

む
一
(
京
都
市
)

前
川
九
山
、
り
・
〉

'
b
戸
、

当
日
、
c

-

J

J

t

p

ム
川
:
古
ロ
4

L

定
二
ニ
h
f
5
H
，、、

」
杭

k
'
t
h
rノ
』

Z
4
p
b
u
二
ノ
]
「
，

4
Uフ

4

山
民

:
Z
L
U
M
r
i
:
γ

、
c
与
止
?
'
う
'
u
'
z言
、
一
日
。

白
河
』
Y
B
y
t
R
一-
A
q
p
t
Aイ

L

U

4

一民民

'

t

J

十，

y
ν
J
e
k
J
ト
L

hu:ぽ吋
1
P
L
唱

t
d川肘

の
紺
よ

h
も
寧
ろ
他
の
諸
罰
に
於
て
、
郎
ち
商
庖
街
の
位
置
・
長
き
・
幅
員
・
設
備
等
に
於
て
、
ま
た
そ
の
小
責
底
の

規
模
・
設
備
・
経
替
等
に
於
て
、
よ
り
明
瞭
な
る
中
心
商
庖
街
の
特
殊
性
を
後
見
し
う
る
様
で
あ
る
。

第
二
に
、
小
貰
庖
舗
の
相
劃
数
卸
ち
小
責
広
と
他
業
者
と
の
比
率
に
お
け
る
一
一
般
性
と
特
殊
性
に
つ
き
、
前
と

同
様
の
観
察
を
な
す
時
は
第
八
表
を
得
る
。

第

1¥ 

表

小
貰
府
比
率
の
一
般
性
と
特
殊
性

事会都市各1のな8‘資比小時1のなるも賀比小障

陸 率 | 率
U ) の
比 ブミ

ー旨 五正百三己 グ3・1宅4 
山

プ屯
J壬.戸ー'L 

( ( 

東 平 西

-尽h 野 宮内

市 町 町
) ) ) 

ヌ 三ヨE三L 
き男

六A Cコ
( ( 

佐大 守

阪 町
竹
再三

市 下 遁
) ) 

主 2452 t ノコ，、b ! i 

. タよ
ヨE ロ( 

京
( 

上 日

都 里臣官子 之

市、..， 出
路 ) 

宅 ヨ玉三 ノJ、、ノ、

"'" 
ヨ;: プ-taM 

紳市戸、..，

( ( 

生 灘
i¥ 

玉 幡、，〆、.〆

言、 ノ→、= 

蒲

ムタ五
( 

"、

同
選間

) ) 

|実.=: F2EZ Z き

， ~ 三ξ ( -〆.'。
l 千 千 千
均 均 均

} 

こ
の
鈷
に
就
て
も
亦
さ
き
に
第
二
表
に
示
せ
る
如
〈
、
中
心
商
庖
街
の
特
殊
性
を
認
め
得
な
い
。
例
へ
ば
銑
座

遁
り
六
六
・

o
d
m
に
劃
し
、
元
町
通
り
八
三
・
九
%
の
如
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



第
三
、

商
品
種
別
の
構
成
に
・
お
い
て
、

重
要
な
ら
玄
る
燃
料
品
・
生
産
用
品
・
そ
の
他
を
除
き
、

衣
料
品
・
食
料

口
開
・
性
料
品
お
よ
び
文
化
日
開
に
つ
き
、
そ
れ
ん
¥
の
比
率
の
大
な
る
も
の
う
み
を
各
都
市
会
躍
の
比
率
と
劃
比
せ
し

ひ
れ
ば
第
九
表
を
得
る
。

第

丸

表

商
品
種
別
の
一
般
性
と
特
殊
性

一
友
料
品
宣
各
都
市
の
全
健
一
回
一
一
川
一
(
東
京
市
)

一

の

出

杢

比

時
J
J
J
J
J
J
一

1
天
理
天
通
〉

一
味
料
品
一
一
各
都
市
の
全
耀
一
言
・
一
(
へ
東
京
市
)

一
ι

M
靖
之
出
市
中
大
な
る
も
の
一
回
一
・
ヌ
難
ヘ
柵
〕

「
十
十
一
十
十
町
川
紅
白
一

一
の
比
率
一
比
率
大
な
る
も
の
一

一
文
化
品
亙
各
都
市
の
会
鶴
一

一
の
比
率
-
比
キ
大
な
る
も
の
-

八
-
九
(
東
京
市
)

?
ニ
(
寺
町
下
)

一
一
一
・
ニ
(
東
京
市
)

一言・
-
X
銀
座
遁
)

拓

自

国
?
一
(
大
阪
市
)
一
品
守
山
(
京
都
市
)

z
-ー
と

1
〆

Z
j
Z
L
E
R
E〆

3
3
J
I
t
H
・、

E
t
E
7
M
V
語、

一
へ
・
宍
大
阪
市
)
一
一
圃
・
3
(

京
都
市
)

f
z
q
c
l
z
r
d
-
z
t
訓

告

〆

四一
J
2
1
E丹

l
二一つ

f
p
t
臣、

ヤ
Z

一
(
犬
阪
市
)

一
五
ニ
一
(
水
道
筋
)

一一四・
Z
(
大
阪
市
)

一
主
主
(
心
禁
橋
}

。
・
=
一
(
京
都
市
)

子
五
(
亀

一
面
白
戸
京
都
市
)

芸
一
・
ヌ
寺
町
上
)

三三 回?・"五 Eヨつ.， ノ， ~ア矧
三己 目 U ヨミ -b" 
-， 
十神 小市申
戸川戸

ヨ市 町 市，.... 

三翌五
~， 

l 司五

|蒲

戸、d

八
人
(
榊
戸
市
}

千
亘
(
四
傑
)

:Jl 
春ノJ、
日/松 l

sJrJlI ' 

三
-
h
(
浦

ニ
キ
一
(
元
町
通
)

ヨ~ ;::. ! :."t: ~里
:t"L. . I =:二三己

;;"<::丙 lニユ宮司
.........，..-.， ..........-.. 

平全 I 2li金
均鰭|;均憾
'-~， ~-- ......... ........... 

一一一一一」一一}

問f工
) 

A
-
六
(
会
穂
)

固
・
田
(
平
均
)

=
ロ
・
圏
(
紳
戸
市
)

三
一

-
Z
(

凶

傑

)

吾一
-
A
(
会
憾
)

喜一
-
D
(
卒
均
)

之
に
よ
り
て
各
都
市
の
特
殊
性
と
共
に
各
商
庖
街
の
特
殊
性
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
へ
ば
大
阪
市
は
衣
料

口
聞
と
文
化
口
問
、
東
京
市
は
食
料
品
、

京
都
市
は
食
料
品
と
住
料
品
、
神
戸
市
は
衣
料
品
に
お
い
て
比
較
的
に
多
〈

ま
た
京
都
市
の
衣
料
品
、
大
阪
市
の
食
料
品
・
住
料
品
、
神
戸
市
の
文
化
口
叩
は
比
較
的
に
少
い
。
商
底
街
の
特
殊
性

と
し
て
最
も
著
し
き
事
貫
は
、
銀
座
通
・
心
祷
橋
・
四
健
通
・
元
町
通
の
如
き
中
心
向
山
街
に
お
い
て
、
文
化
品
応
の

大
都
市
に
お
げ
る
商
庖
街
の
構
成

第
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比
率
の
最
大
な
る
賭
に
あ
る
。

最
後
に
、
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庖
街
他
業
者
の
う
ち
最
大
部
分
を
占
め
る
接
客
業
者
に
つ
い
て
、
そ
の
一
般
性
お
よ
び
特
殊
性
を

見
る
た
め
に
第
十
表
を
作
成
す
る
。
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商
庖
街
に
お
け
る
接
客
業
者
の
地
位
は
、
之
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
〈
甚
だ
し
き
相
還
が
あ
る
。
之
を
各
都

市
の
会
開
に
つ
い
て
見
る
も
、
小
貰
厨
に
劃
す
る
比
率
で
は
最
高
の
東
京
市
と
最
低
の
神
戸
市
左
の
聞
に
著
し
き

相
違
が
あ
る
。
ま
た
他
業
者
中
に
於
て
占
む
る
割
合
で
も
最
高
の
大
阪
市
と
最
低
の
神
戸
市
と
は
可
な
り
に
相
違

す
る
。
次
に
各
商
底
街
の
相
遣
は
更
に
甚
だ
し
く
、
小
貰
庖
に
劃
す
る
比
率
は
最
高
の
六
一
・
四
Mm
か
ら
最
低
り

0
・0
μ
ま
ア
、

ま
た
五
ケ
所
平
均
で
き
へ
四
八
・
二

Mm
か
ら
四
・
六
%
ま
で
、
甚
だ
し
き
相
遣
を
示
し
て
ゐ
る
。
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他
業
者
に
劃
す
る
比
率
は
一
0
0
・
0
%
印
ち
他
業
者
の
全
部
が
接
客
業
者
で
あ
る
所
か
ら
、
0
・
0
M
m
却
ち
一
人

の
接
客
業
者
も
な
い
所
ま
で
、
五
ケ
所
平
均
で
は
八
七
・

O
M
か
ら
二
四
・
九
%
ま
で
著
し
い
相
違
で
あ
る
。
か
〈

の
如
〈
他
業
者
よ
hJ
見
た
る
各
高
底
椅
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
前
に

b
越
ぷ
る
が
如
〈
針
策
上
よ

h
ノ
見
る
も
有
意
義
の
こ
と
で
あ
る
。

要
す
る
に
四
大
都
市
の
主
要
な
商
底
街
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
ほ
Y

そ
の
個
別
性
の
上

に
一
一
般
性
と
特
殊
性
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
思
ふ
。

一
一
一
の
貼
で
ほ
卦
策
に
胸
れ
に
所
も
な
い
で
は
な
い
が

蕊
で
は
主
と
レ
て
そ
の
覗
買
の
事
支
ぞ
明
ら
か
に
寸
る
や
主
眼
と
し
、
之
が
針
策
に
就
て
は
仙
の
機
A
W
H

仁
譲
る
こ

と
旨
す
る
o
F
二
・
千
二
五
)

大
都
市
民
お
げ
る
商
庖
街
の
構
成

第
四
十
二
血
管

一一O
四
三

第
六
臨

i¥ 


